
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014 年 7 月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001 大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 代表取締役 樋口浩邦 

2023 年 10 月号（vol.115） 

◆中国の延吉市に行ってきました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通

信第１１５号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、８月中旬に友人と２人で中国に行ってきました。海外に行くこと自体だいぶ

久しぶりで、中国に行くことに至っては、もう学生の時以来です。 

私には１０年くらい付き合いのある中国人の友人がいます。彼は日本に住んでい

て日本語もペラペラ。その彼が中国吉林省にある延吉（えんきつ）市の出身で、８月

に一度帰るという話を聞き、その場の話の流れから｢じゃあ、付いていくわ｣と言っ

て、私も一緒に行くことにしました。 

関西空港を出発。韓国の仁川空港を経由して中国の延吉空港へ。延吉の位置

は北海道の室蘭や苫小牧と同じ北緯４２度で、私たちは真夏に行きましたが、到着

するととっても涼しい場所でした。また、延吉は北朝鮮、それからロシアのウラジオ

ストクがすぐ近くにあります。国際駅と国際空港があり、都会と言えば都会ですが、

豊かな自然に恵まれた小さな街です。観光スポットでもあるようで、私たちが行った

ときには、ロシア人観光客らしき人たちもたくさん見かけました。 

現地では友人にいろいろ案内してもらいました。特に印象に残っているのは延吉

市の中心地から西に車で２時間ほど行ったところにある六鼎山文化旅遊区の歴史

あるお寺です。そこは景色がとてもきれいで、また、仏教文化の濃い場所でもあり、

何よりそのお寺の大きさには驚かされました。 

それから延吉の朝市で見た光景もとても印象に残っています。

毎朝６時～８時にやっている朝市に行ってみたところ、とある美味

しいものがこれ見よがしに並んでいたのです。何かと言いますと

松茸です。こんな光景、見たことがありません。どうやら現地はち

ょうど松茸の季節だったようで、私も美味しくいただきました。 

初めての中国延吉旅行。なかなかできない貴重な体験をたくさ

んさせてもらいました。本当に有り難かったです。 ↑朝市に並ぶ松茸 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

先日、７月２５日に私の別の友人がこの世を去りました。彼は日本人の友人で７

年ほど前から付き合いがありました。去年の始めに脳腫瘍が見つかり緊急入院。手

術が行われ闘病生活が始まりましたが、周囲の献身的な介護の甲斐なく、とうとう

帰らぬ人となりました。８月１１日に初盆供養ということで、彼の霊前で読経をしまし

た。そのあと帰路につくと車のトランクに大きなバッタがとまっていました。｢あぁ、彼

がお礼を言いに来たんだなぁ｣と直感し、嬉しく思いました。樋口 

①流し台の排水口のゴミ受けが掃除しにくく不衛生だったの
で取替えました。ｂｙ橋本綾乃・中本芽里・斉藤裕子 

③この場所の製品棚の下に照明がなく薄暗いので、棚
の上に LED ライト(〇)を取付け、製品の荷札を見やすく
しました。ｂｙ辻和樹、中山広一、比嘉幸助、澤田靖明 ④切断用端材ラックの落下防止棒を高くし、安全を

確保しました。ｂｙ髙村洋文・森田雅春・藤井大樹・
角崎雄二・青松浩司  

②これからの季節、悪臭の原因になるので、ゴミ箱
の底などを掃除しました。ｂｙ島田真紀・林由香里 

⑤本数間違いがありましたので、縦横のゲージを
作り、縦横の本数がすぐに分かるようになりまし
た。ｂｙ渡邉秀樹 


